
 

 

 

「妙高市民の心」作文 優秀作品集 

 

最優秀賞 

☆小学生１年生～３年生の部 

 「わたしのかみのけ」 

 

斐太北小学校 ２年 鹿住
か ず み

 光李
ひ か り

 

 

わたしは、ながいかみのけがすきです。生まれてからずっとのばしていまし

た。おしりまであるとてもながいかみのけです。 

でも、少し前にずっときりたくないとおもっていたかみのけをはじめてきり

ました。 

おかあさんや先生に、かみのけをきふできるとおしえてもらったからです。

わたしのかみのけは、びょうきやじこでかみのけのない子どものやくにたつと

しりました。 

はじめてびようしつで、かみのけをきるときは、みじかくなったらどうなる

んだろうとドキドキしました。 

きったときは、かみのけがみじかくなって少しかなしかったけど、わたしの

かみのけでこまっている人をたすけることができてうれしかったです。きって

よかったなぁとおもいました。 

わたしは、またかみのけをのばしています。ながくなったら、またきふをし

てこまっている人のやくにたちたいです。 

  



 

 

 

☆小学生１年生～３年生の部 

「家族で食べるごはんがおいしい」 

 

新井中央小学校 ３年 新井
あ ら い

 琳
りん

 

 

ぼくは、今年の夏に新がたコロナウイルスかんせんしょうにかかってしまい

ました。高いねつが出てあたまがいたくてとてもつらかったです。家族にうつ

さないようにごはんを自分の部屋で一人で食べました。 

ねつが下がってあたまもいたくなくなったけど一人でごはんを食べなくて

は、いけません。お母さんは、ぼくの部屋にようすを見るためになんども来て

くれるけど、一人で食べるごはんは、とてもさみしかったです。 

十日がたちました。家族とごはんが食べることができるようになりました。 

家族と話をしながら食べるごはんは、いつもよりもとっても楽しく、おいし

くかんじました。いつもは、あたりまえだったことが、こんなに楽しくかんじ

ると思いませんでした。 

新がたコロナウイルスかんせんしょうになったことは、とてもいやなことで

したが、家族で食べるごはんがおいしいと気がつくことができてよかったです。 

  



 

 

 

☆小学生１年生～３年生の部 

 「止まって右・左・右」 

 

妙高高原南小学校 ３年 横山
よこやま

 美紀
み き

 

 

わたしのすんでいる所の近くには、横断歩道があまりありません。なので、

家の前にある広場まで行くときは、車によく気をつけてわたっています。わた

しが、道ろをわたるときに止まってくれる車もいます。そんなときには、わた

しは、わたる前やわたったあとに、れいをするようにしています。これは、お

母さんやお兄ちゃんがやっていたのでまねをしてやっています。 

わたしが、道ろをわたろうとしていると車にのっている人が止まってくれる

ことが多いです。また、お母さんやお父さんが車にのっていて、道ろをわたろ

うとしている人がいたら、止まっています。自分の地いきの人だけでなく、い

ろいろな所から来た人でも、やさしい人がいっぱいいたので、すごくいいこと

だなと思いました。なので、こんどから止まってくれた人がいたら、前よりか

んしゃをもってわたりたいと思います。 


